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事業名 事業 事業
弥生通（２工区） 区分 街 路 主体 北 海 道
や よ い ど お り に こ う く

起終点 自：北海道帯広市南豪 延長
ほっかいどうおびひろしなんごう

至：北海道帯広市東１０条南１６丁目 ２．４km
ほっかいどうおびひろしひがし１０じょうみなみ１６ちょうめ

事業概要
弥生通（２工区）は、帯広圏域の周辺市町を連絡する幹線街路であり、都市内の環状線機能を有してい

る。当事業は、国道３８号や国道２３６号を接続し帯広市中心部への流入通過車両等による交通渋滞を緩
和し、交通の利便性の向上を図ることを目的とした事業である。
Ｈ８年度事業化 Ｈ５年度都市計画決定 Ｈ９年度用地着手 Ｈ１２年度工事着手

全体事業費 約６１億円 事業進捗率 ５３％ 供用済延長 ０．７km
計画交通量 １８，７００台／日
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 総便益 基準年(残事業)/(事業全体) (残事業)/(事業全体)
分析結果 31 / 66億円 223 / 374億円 平成１７年(事業全体)

億円 走行時間短縮便益：216/363億円５．６ 事 業 費： 29/ 64
億円 走行費用減少便益： 5/ 9億円(残事業) 維持管理費： 2/ 2

交通事故減少便益： 2/ 2億円７．３
感度分析の結果 交通量変動 ：B/C=６．２(交通量+10%) B/C=４．９(交通量-10%)

事業費変動 ：B/C=５．４(事業費+10%) B/C=５．７(事業費-10%)
事業期間変動：B/C=５．４(事業期間+20%) B/C=６．２(事業期間-20%)

事業の効果等
・個性ある地域の形成（鉄道や河川等により一体的発展が阻害されている地区を解消する ）。
・災害への備え（緊急輸送道路が通行止になった場合、迂回を強いられる区間の代替路線を形成する ）。

他３項目に該当
関係する地方公共団体等の意見
交通混雑の緩和、交通の利便性の向上を図るものであり、帯広市や地元住民から事業の早期完成が要望

されている。
事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等
平成１３年度に１工区７２０ｍを供用済。

事業の進捗状況、残事業の内容等
平成１３年度に１工区７２０ｍを完成供用しており、用地補償、工事の進捗は順調であり、予定通り進

捗している。
事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等
当事業の整備により交通渋滞の緩和を図る必要性に変化はなく、予定通り事業の推進を図り、平成２０

年度の事業完成を予定している。
施設の構造や工法の変更等
ＪＲ函渠部分に新工法を取り入れ工期短縮及びコスト縮減を図っているほか、再生アスファルト混合物

や既設路盤材の再利用など、資源の有効活用によりコストの縮減を図っている。
対応方針 事業継続
対応方針決定の理由
以上の状況を勘案すれば、当初から事業の必要性、重要性は変わらないと考えられる。

事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。


